




























































































































































































































































































カテゴリー サプカテゴリー コー ド
看護師としての喜
び、成長や役割・評
価を得ている
患者・家族からの信頼・感謝の言葉
や改善していく姿が看護師としての
喜びを感じさせてくれる
自己の成長、役割・評価を実感して
いる
病と闘い、付き合っていくために必要な知識や技術、精神的
強さを獲得していけるように、介入している
一生懸命関わった分、患者の改善や感謝の言葉が、次のがん
ばりにつながる
痛みや苦しみが強い時期だけにしか関わっていないのに「あ
の時はよくしてくれてありがとう」と自分のことを覚えてい
てくれていた
｢この人ならよく病状をわかっている」とか「～さんにお願
いします」などから、信頼されていることを感じる
患者を理解し、その人にあった看護が展開することができ、
看護の視点が広がったことを感じる
院内活動や自己学習により、自己の成長と看護師としてのス
キルアップを感じる
ベテラン看護師として、スタッフからの信頼を得られ、支援
する役割がある
患者の対応や視点等の引出しが増え、上手く関われることが
多くなってきたと思う
自分が自信を持っている看護技術があり、それにより高い評
価を得ている
自分のやるべきことを一生懸命行い、評価を得て、次のステ
ツプにしていき、少しずつ上を目指したい
スタッフ間の理解や
協力が、チームの一
員としての自覚とな
る
性差を意識せず、専門職である看護
師としての自覚を持っている
男性看護師女性看護師とも、お互い
の特性（長所・性差）を理解し、そ
れを活かそうとする協力意識がある
男性だから女性だからという意識はなく、－人のスタッフと
して、信頼し合い集中して業務に取り組める
患者にあった看護の方向性やケアについて、スタッフ間で話
し合い、協力し合っている
医師も含め、男性看護師、女性看護師関係なく、専門職者と
して協力し合うことで、医療チームの一員であると感じる
患者の状態や症状により、女性看護師だけでは対応できない
ときがあり、男性看護師がサポートに入っている
女性患者のプライバシーがかかわるケアに関しては、女性看
護師に頼むことがある。男性患者のときは、逆に頼まれるこ
とがあり、スタッフ間での協力意識があり、患者も看護師も
精神的負担が軽減する
自分が出来ないケアを代わってしてくれた人の仕事を代わり
に自分がすることで、スムーズに業務が進行する
男性看護師の存在
を、看護の幅の広が
りとして感じる
体力面だけではなく精神面において
も患者からの信頼感や必要性が感じ
られる
性差の違いを、看護提供の一つの選
択肢として捉えている
男性の力強さは､安楽に安心して移乗や力のいる介助ができ、
苦痛に苦しむ患者にとって、それが重要なことであり信頼感
を得られる
体力面だけではなく、男性に聞いて欲しい事や、やって欲し
い事もあり、精神面においても、患者から必要とされている
男性の声のトーンや存在が、威圧感として捉えられるのでは
なく、安心感や説得力になっていると思う
男性看護師も女性看護師も、それぞれの長所を活かすことで、
患者が選択することができ、要求に応えたケアができる
男性看護師がいることで、違う視点の意見も出て患者の理解
や、看護の活性化につながる
